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主
な
出
来
事
（
 

◆
明
治
◆
 

㏄
 年
 （
 
1
9
0
0
 
）
 

糾
笹
 1
9
0
1
 
）
 

褥
接
 1
9
0
2
 
）
 

㏄
 午
 （
 
1
9
0
3
 
）
 

繋
年
一
 1
9
0
5
 
）
 

如
午
 （
ー
 

9
0
7
 

一
 

Ⅲ
 年
 （
 
1
9
0
8
 
一
 

花
 年
 （
 
1
9
0
9
 
一
 

仏
 午
 （
 
1
9
1
0
 
）
 

何
年
（
 

1
9
1
1
 

）
 

鵠
年
一
 1
9
1
2
 
）
 Ⅰ

ー
 

9
0
0
 
Ⅰ
 2
0
0
0
 
ノ
 

  

芦
 
格
 

●
高
倉
に
長
崎
県
の
茂
木
 

ビ
ワ
 
を
導
入
 

●
 波
津
油
 

漁
業
組
合
を
設
立
 

 
 

ヱ
ぬ
賀
町
一
 

●
伊
藤
 

伝
 
右
衛
門
が
新
手
炭
坑
を
開
坑
「
中
間
市
」
 

●
村
役
場
を
原
 

和
ニ
 
-
 
邸
 
宅
か
ら
古
木
 

-
a
,
,
.
@
 

月
々
 
「
 
し
毛
 
轄
 

●
芦
屋
海
水
浴
場
を
開
設
 

コ
 
-
n
,
 

尾
灯
」
 

●
遠
賀
川
大
改
修
工
半
開
始
 

ヱ
遠
 
賀
町
ロ
 

Ⅰ
堅
木
練
開
業
 

ロ
 
遠
賀
町
ロ
 

●
 
適
 
賀
川
・
赤
間
間
の
城
山
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
 

●
海
老
 

湘
択
が
 

営
業
を
開
始
 

●
海
老
津
駅
公
衆
電
報
取
り
扱
い
開
始
 

 
 
-
 
Ⅰ
同
地
村
屋
刊
行
 

●
海
老
漢
炭
坑
開
坑
 
    

走走 Ⅰ こヒ 

「故き 

20 せ鯛 

明
治
㏄
 年
 （
 1
9
0
3
 

）
に
干
葉
県
か
ら
 

田
中
 ビ
ワ
苗
初
 本
を
取
り
寄
せ
、
本
格
 

的
に
 ビ
ワ
 の
栽
培
に
取
り
組
み
だ
さ
れ
、
 

大
正
時
代
に
な
る
と
湯
川
や
内
浦
、
手
 

欄
 、
二
円
、
 
上
 畑
な
ど
で
も
栽
培
さ
れ
 

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
ち
な
み
に
 

「激切の世鮎」 ヒ も 

ばかり思っていた 21 せ 

本ヰ 旗の中岡 す ・ 

を 睡 ねて、 新 L きを 才 Ⅰ 

の ら 代をおって振り 返 

さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
：
 

郡
内
他
市
 W
 と
比
べ
Ⅲ
林
畑
の
割
合
 

が
高
い
岡
垣
町
。
明
治
以
降
の
農
業
は
、
 

こ
の
山
林
畑
を
い
か
に
活
用
す
る
か
に
 

か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
 

昭
和
初
期
か
ら
、
ビ
ワ
・
み
か
ん
を
 

中
心
に
 樹
 園
地
化
が
急
速
に
進
ん
だ
の
 

で
幸
 9
 ：
ぞ
の
中
で
も
有
名
な
の
が
「
 @
 
。
 
は
 

倉
ビ
ワ
 」
で
す
。
こ
の
高
倉
 ビ
ヮ
 は
 、
 

い
 

紅
蓮
る
っ
 

われた 20 せ 

・ 0" 幸を明け 

  穏郡 4 町 今 

( 臣 故知新 ) 

てみたい ヒ 

お
 
た
 
%
 
」
 
思
 

さ
て
、
フ
ル
ー
ツ
の
 
甲
 
"
 
お
か
が
 き
 "
 

と
よ
く
言
わ
れ
ま
ず
が
 、
 皆
さ
ん
は
上
 

に
ど
ん
な
フ
ル
ー
ツ
が
岡
垣
町
で
栽
培
 

さ
れ
て
い
る
の
か
、
 

ご
 存
じ
で
し
ょ
う
 

か
 ，
ぶ
ど
う
・
い
ち
じ
く
・
み
か
ん
 

ピ
ワ
 な
ど
、
様
々
な
フ
ル
ー
ツ
が
想
像
 

ぎ
り
は
し
 サ
 

サ
か
 画
題
 ま
 

迅
 
㌣
。
・
・
・
 

"
"
-
"
 

は
 は
 仝
ヒ
 レ
 

ⅠⅡ 五 ・ 4 町合同企画 
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2
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4
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7
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8
 年
・
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1
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1
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9
 年
・
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1
9
2
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㏄
 午
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1
9
2
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は
年
 （
 
1
9
2
3
 
）
 

㍑
 午
 （
 
1
9
2
4
 
）
 

M
 年
 （
 
1
9
2
5
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◆
昭
和
◆
 

 
 

3
%
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1
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2
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4
 在
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1
9
2
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5
 分
。
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1
9
3
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6
 年
（
 1
9
3
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）
 

Ⅱ "" 

  

●
国
鉄
遠
賀
川
・
赤
間
間
複
線
化
な
る
 

◆
芦
屋
鉄
道
が
開
通
二
戸
 

屋
 町
口
 

弓
 遠
賀
郡
 誌
 刊
行
 

●
高
場
炭
坑
開
坑
 
-
 

 
 
-
 
●
海
老
 洋
 ・
 
席
な
 ・
吉
木
に
電
灯
が
と
も
る
 

●
 岡
垣
 商
工
会
を
結
成
 

●
 遠
賀
橋
 が
完
成
口
中
間
市
」
 

 
 

●
 蛙
津
 町
か
ら
中
間
 
町
へ
 改
称
口
中
間
市
 

ロ
 

●
伊
藤
 伝
 右
衛
門
が
大
根
 
土
 炭
坑
開
坑
「
中
間
 

市
ロ
 

●
柏
原
桐
山
の
観
光
開
発
日
月
産
町
口
 

●
 遠
 ㌍
 
川
楠
が
 完
成
ロ
 
速
賀
 W
 一
 

小
学
校
を
開
城
●
海
老
 

●
海
老
 津
 
澤
 炭
坑
が
私
設
 
・
渡
津
間
に
客
馬
車
開
通
 

戸
切
 

-
 

●
国
勢
調
査
、
人
Ⅱ
 8
 、
 6
0
3
 人
 

●
同
時
調
査
、
入
口
 

人
世
帯
数
 

-
8
 

1
 、
 
、
 7
6
5
 
8
4
6
 

世
帯
 

 
 

 
 

 
 

  

世
帯
数
 1
 、
 7
L
a
8
 

世
帯
 

 
 

 
 

●
 波
洋
 海
水
浴
場
を
開
設
 

 
 
一
 
●
 

何
で
海
津
駅
・
 

俵
 ロ
バ
ス
（
 

押
崎
 
銀
 
間
を
運
行
 

バ
ス
 

一
 
6
 人
乗
り
自
動
車
 
2
 

老
 

  

 
 

  、 @ 目 
な， は (   

ピ
 7
 の
 我
咄
而
冊
 Ⅵ
・
・
 生
珪
 Ⅱ
℡
 ツ
 

で
、
県
内
最
大
の
産
地
な
の
で
す
，
 

ま
も
な
く
Ⅷ
年
を
迎
え
、
品
種
も
当
 

こ
け
ら
落
と
し
に
は
・
東
京
歌
舞
伎
 

文
化
の
殿
堂
 

 
 

 
 

 
 

3   月 25 日 口
う
 



㏄
 年
 （
 1
9
5
5
 
）
 

㌍
 血
 ・
（
 
1
9
4
8
 
）
 

初
年
・
（
 

1
9
4
9
 
）
 

為
午
 （
 
1
9
5
0
 
一
 

計
年
一
 
1
9
5
2
 
）
 

酩
年
 （
 
1
9
5
3
 
一
 

羽
 年
 （
 
1
9
5
4
 
）
 

一
万
東
側
の
磯
は
、
海
食
作
用
の
石
 

拉
 が
広
が
る
千
畳
敷
 や
、
 Ⅲ
央
に
ぽ
っ
 

か
り
と
穴
の
あ
 い
た
 円
山
の
「
 桐
 山
」
 

な
ど
が
あ
り
、
芦
屋
海
岸
と
㎡
 八
 Ⅰ
 度
 

違
 う
 姿
を
見
せ
で
い
ま
す
，
 

こ
の
「
桐
山
二
は
神
社
や
れ
 塔
群
 が
 

あ
る
 堂
 Ⅲ
と
、
岩
に
穴
が
お
い
た
 洞
山
 

と
い
う
 2
 つ
 か
ら
成
り
 サ
ち
、
 ム
ヱ
 
じ
 は
 

陸
続
，
 
三
じ
 す
が
、
大
正
 q
q
u
 

単
一
 

1
9
2
 

明
治
に
人
る
と
、
 
そ
 れ
ま
で
 旧
蕗
が
 

管
理
し
で
い
た
石
炭
も
白
面
販
売
が
許
 

可
さ
れ
、
 
筑
曲
 三
世
Ⅵ
で
炭
坑
の
開
坑
が
 

い
っ
せ
い
に
始
ま
り
ま
す
「
 

遠
 賀
川
流
 

域
に
ま
た
が
る
Ⅲ
 平
 九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
 

の
 筑
 亜
炭
Ⅲ
は
、
全
国
の
出
炭
母
の
半
 

分
を
Ⅱ
め
る
ま
で
に
成
長
し
ま
す
，
 

中
川
面
で
も
、
 
明
ふ
虫
 Ⅲ
十
か
ら
昭
和
 

初
期
に
か
け
で
、
 
7
 つ
の
炭
坑
が
開
坑
 

 
 

，
 
父
 庁
屋
鉄
道
は
 、
 夏
の
海
水
浴
時
期
に
 

は
お
客
が
い
っ
ぱ
い
で
、
 

屯
両
 を
増
や
 

し
で
走
っ
て
い
ま
し
た
・
 

ぺ
 
，
ち
に
は
炭
坑
 

や
ま
）
が
あ
っ
た
一
中
凹
田
 

一
 
ま
ち
に
は
炭
坑
が
 

為
っ
た
 、
 人
々
が
 

活
気
に
満
ち
て
確
 

か
に
そ
こ
に
生
き
 

で
い
た
月
代
が
あ
っ
 

た
こ
と
を
、
幻
世
 

紀
が
終
わ
っ
た
今
、
 

再
確
認
す
る
の
も
 

良
 い
 の
で
は
な
い
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」
 
タ
 
木
 
r
 
 
 
吉
日
 

の
 
吉
岡
 

標
 
番
 
 
 

で
 

問
市
 

中
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 年
 （
 
1
9
3
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旧
年
（
 1
9
4
0
-
 

㏄
 午
 （
 
工
 9
4
1
 
一
 

Ⅳ
 年
 （
 
1
9
4
4
 
一
 

四
年
（
 

1
9
4
5
 

）
 

比
年
（
 

1
9
4
7
 

）
 

で
い
ま
す
，
大
正
 4
 年
 -
1
9
1
5
 
だ
し
 
1
 二
 」
多
く
の
お
客
さ
ん
を
招
き
入
れ
て
 

開
通
し
で
い
た
遠
賀
川
 ｜
 芦
屋
間
を
走
い
た
の
で
 ｜
 し
、
 

キ
八
 
@
@
"
 

 
 

  

客
を
招
い
で
い
ま
す
が
、
ご
の
海
水
浴
ゾ
ー
ト
 地
と
 
  

場
は
明
治
Ⅲ
 年
一
 1
9
0
8
 

一
に
町
 

営
 と
わ
 っ
 で
い
ま
  
 

 
 

  

時
 全
国
的
に
も
珍
し
か
っ
た
と
い
わ
れ
の
観
光
レ
ク
 
  

観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
 

拠
点
 一
 
芦
屋
㎎
 
0
 
二
 -
 ろ
は
陸
と
橋
で
つ
な
が
っ
で
い
 

 
 

一
 
1
9
2
1
 

一
 
か
ら
始
ま
っ
た
桐
山
の
 観
 

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
・
 や
が
 で
、
 
こ
 

ゼ
 
コ
ラ
 

 
 

日
 
 
 

 
 

 
 

月
 
 
 

 
 

と
な
っ
て
い
ま
し
た
 

年
 
3
 
 
 
成
 

 
 

平
 

昭
和
㏄
与
一
 1
9
5
8
 

戸
・
 叶
 キ
ナ
も
 千
 

ご
 @
 
世
一
丁
 

き
 

し
ま
し
た
が
、
そ
の
直
後
か
ら
㈹
石
炭
 

 
 

か
ら
石
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
 芋
 ム
ツ
で
、
 

あ
 
ん
 

 
 

報
 

◆
 広
 

 
 

さ
 ま
き
ま
な
社
会
問
題
を
抱
え
る
事
態
 

と
な
り
ま
し
た
。
 

 
 
 
 

午
一
 1
9
6
0
 

一
 か
ら
住
宅
団
地
や
工
場
 " 

 
 

都
市
イ
メ
ー
ジ
創
出
の
た
め
の
「
街
並
 

み
 」
づ
く
り
や
筑
豊
 奄
気
 鉄
道
・
通
行
 

駅
を
中
心
と
し
た
商
業
集
荷
も
進
み
ま
 

 
 
 
 

記
 旧
は
消
え
で
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
中
間
 市
 で
一
番
標
高
の
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遠
賀
川
の
 

  

拉
が
初
め
て
検
討
さ
れ
ま
す
，
反
対
辺
す
る
五
尾
 敷
 

  

 
 

 
  
 

  

ち
ょ
う
と
コ
ン
グ
リ
ー
ト
製
の
遠
 
賀
橋
一
 

@
 
よ
り
発
見
さ
れ
ま
し
た
 

こ
こ
で
 出
 

  

一
 19
3
 

１
一
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
 

 
 

 
 

 
 

  
し 

え 
聞び 
サ Ⅰ と 

えの 
る 土 戸 

"""  水 が " 
巻 
田丁   

  
、 っ り 、 制すはた Ⅰ 太 ま も く のま ろ は   
勺       ただにた 童 ．通貨 生 1                                               
  

平成 15 年度の竣工を 目指して工事中の「新 遠賀橋 ( 板材 
  

 
 

 
  
 

旺
 
 
 
"
"
 

FU 」 0 

台韻 
売
店
舗
の
立
地
に
伴
い
、
 

休
日
に
は
、
市
外
か
ら
 

も
多
く
の
買
い
物
客
が
 

訪
れ
で
い
ま
す
，
 

交
通
渋
滞
の
緩
和
の
 

た
め
、
昭
和
㏄
 
午
一
 Ⅰ
 

9
8
8
 

一
に
は
 

遠
賀
橋
 

の
 2
 キ
ロ
メ
ー
ト
ル
下
 

流
に
「
中
間
大
橋
」
が
 

誕
生
。
 

そ
し
て
今
、
現
行
の
 

速
 賀
 橋
の
隣
に
平
成
Ⅱ
 

 
 

年
度
竣
工
を
口
指
し
て
、
 

片
側
 2
 世
 線
 
の
新
涼
 

賀
冶
一
 仮
称
 -
 
」
の
 架
替
 

  

ま
す
，
 

    
キ l 

ぶ、 。 ギイ ， Ⅰ - Ⅰ 号 てョ 隠 月 古 " 、 
に
ゃ
，
 

 
 Ⅰ
 

，
チ
 

一一一一   " "" 一 "     

 
 

  

川
 を
は
じ
め
西
川
・
黒
川
・
堀
川
・
山
風
 妖
が
 広
が
 

 
 

 
 

ピ
 
 
 

 
 

い
ま
す
，
 ぞ
 し
で
、
そ
こ
 

通
貨
橋
 岡
 

せ
で
珊
の
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
，
 

中
で
も
 遠
 賀
川
は
市
域
を
川
曲
と
川
辺
は
朝
夕
の
 -
 

  

こ
れ
を
 -
 辻
札
て
い
ま
す
。
 

 
 

 
 

通
 
・
物
流
が
一
隅
活
発
に
な
っ
た
こ
と
 

が
 大
き
な
要
因
 と
 考
え
ら
れ
ま
ず
。
 

 
 

 
 

全
国
で
初
め
で
発
見
さ
れ
「
遠
賀
川
 式
 

土
器
」
と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
，
 

 
 

と
 関
係
が
深
い
こ
と
で
当
時
の
学
界
の
 

佳
日
を
集
め
、
そ
の
後
も
考
古
学
愛
好
 

家
の
手
で
調
査
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
 

 
 
 
 

建
設
 エ
 串
で
水
没
し
で
し
ま
い
ま
し
た
。
 

平
成
 6
 年
 一
 
1
9
9
4
 

一
の
夏
、
異
常
 

 
 
 
 

  

こ
の
時
、
教
育
委
員
会
が
本
格
的
な
 

 
 
 
 

見
 「
当
時
の
人
々
の
生
活
の
一
端
を
知
 

，
ミ
 -
 と
が
で
き
た
の
で
す
。
 

 
 

 
 

0
0
 
年
と
い
わ
れ
る
 大
 イ
チ
ョ
ウ
の
 水
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㎝
 年
 （
 
1
9
8
6
 
）
 

㏄
 年
 （
 
1
9
8
7
 
）
 

㏄
 年
一
 1
9
8
8
 
）
 

仰
 羊
一
 

1
9
7
 

帖
 年
一
 1
9
7
 

㏄
 午
 （
 1
9
7
 

コ
 年
 （
 1
9
7
 

羽
 年
 （
 1
9
7
 

%
 年
 （
 1
9
7
 

挺
 年
 （
 1
9
7
 

防
年
 （
 1
9
8
 

㏄
 年
一
 1
9
8
 

町
 年
 （
 1
9
8
 

的
年
一
 

1
9
8
 

㏄
 年
 （
 1
9
8
 5  4 2   Ⅰ 0   9 8  7 6   5  3 2   

の
 航
空
防
除
 一
 
%
 賀
町
 一
 

昭
和
総
 年
一
 1
9
6
 

一
一
 7
 月
、
九
州
で
初
 

  

  

た
 、
実
施
し
た
の
は
 遠
 

  

一
 現
在
の
 J
A
 
お
 ん
が
 -
 
。
 

遠
賀
町
は
出
ん
ぼ
が
 広
 

が
っ
て
い
て
航
空
防
除
 

が
 効
果
的
で
あ
る
と
い
 

う
 理
由
か
ら
面
 祐
 ㎜
 ハ
 
・
 
ル
 

を
 対
象
に
実
施
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

農
道
な
ど
も
含
め
て
 
-
 斉
 瑚
協
 す
る
 

早
 胡
か
ら
 1
 、
 2
 時
間
か
け
 

で
 行
わ
れ
ま
し
た
。
地
元
農
家
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信じられない 自然の力「 ぶ 津屋 こ 衆口 んな で ジ ッ 内ま解と と   広 宋文 タぺ のた と にの   

遠賀川の大水害 

昭和 28 年 6 月、 激しい大雨が 数日間続き、 直方市 植争 、 コ ・苗里・ @, 恵 

地域に流れ込み、 遠賀町や中間市、 直方市などは、 大 名 2 し の里 た 
水害に見舞わ・れました。   

""" 一         
メ いの人 とい 頂 い「国松の fn2 に さ 毯 「の討で 

    

れれ わま を @ ・ 毎 まん ガ象 
以 た っですにすの メ徴 
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おめでとう 100 歳 !   
菰渕弥市 さんに特別敬老祝金 

マ一出身の九州 T 業 大学大学院留学 ヰ ． ミ セッカ 
ラヤ さんへⅡ 告 りました。 

          19 日、 100 歳を迎えた 菰 別称 市 さん @ 吉木 ) に W 
から特別敬老祝金 (50 万Ⅲが贈られま l, た 。 

今年度 4 人目の lno 歳 。 特別敬老祝金制度が 始まっ   
で 初の男性とのこと。 菰渕 さんは、 明治 34 年生まれ、 

も 続けで い く予定だそうです。 
昭和 57 年に鞍手郡鞍手町から 岡垣 W に引っ越してこら i 

れたそうで す， 

        

手作りおもちゃに 感激「     

第 3 回囲垣こどもまつり 

2 月 4 円 、 岡 垣 サンリーアイ・ウェ・ 一ブ アリーナ て引岡垣 ファミ 

    一 グラフやナチュラルなど 18 の団体が集い、 3 回国となる 岡垣 

こどもまつりが 開催されました。 
1,700 人を超す来場者を 記録したこのこどもまっしには、 郡内 Ⅰ ノ よ も と よ 遠くからは 粕 尾部 新 ，宮町から来場された 人も い て 、 

ウエーブアリーナには、 子どもたちの 笑い声がこだましでいまし 
え ・ @O 

2 歳 7 か 月の子どもを 連れで来場した 烏木直子さん ( 吉木 ) は 、 

「手作りのコーナーばかりで、 ほのぼのしていてとてもよかった と 

  思います。 家で は 手作りのおもちゃなんて 作らないけど、 こどもま 
つ .) で習った 千 作りおもちやで 子どもが喜んでくれたのを 見て 

恋 うれしく思っています。 お金を出してわざわざおもちゃを 寅 
くても、 心のこもった 手作りのおもちゃで、 子どもは喜んでくれる 
んだと改めて 思いました。 あ と、 人が多すぎてコーナーとコーナー 
                                                                                                    し 残俳でした。 」と話してくれました。 
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アフリカ ヘ 毛布をおくる 連動にご協力を     
昨年は 、 皆さんのこ 協 

力で 13 万枚を超える 毛布 
を ァブ リ ヵヘ 送ることが 

できました。 また、 輸送 

費として、 2.500 万円を 
超えるこ支援をいただき、 
あ りがとう亡さ㍉ ) ました。 

前回ほ、 申込締切間近 
ということもあ って「も 
う少し早く知らせてもら 
えれ ば よかった目と 言 
う声が多数 聞 かれました。 

まだまだ毛布を 必要としています。 今年もぜひ、 現地の人たちにと コ 
ての「 ァ 枚のオアシス」であ る毛布の提供をお 願いします。 なお、 
穴のあ いた毛布や破けている 毛布などはご 遠慮ください。 
皆さんのこ協力をよろしくお 願いします。 
[ 問い合わせ、 立正使成金小倉協会 遠寅遣楊甘 282-08Tl へ J 

③⑯ 
参加する人も 読む人もあ んな友達。 こ 
のコーナ一でひとつになって 楽しもう。 
「とくしゃの 私書箱 」は，そんな 願いを 
込めた読者のぺ ー ジです。 

楽しかったごと、 悲しかったことから 
地区の活動まで、 また、 イラスト・ 4 コ 
マまんか・俳句Ⅱ @ などの作品もお 待 
ちしています。 
古事 先 Ⅰ〒 8 ⅡⅡ 2 ㏄岡垣町大字野間 697 
- l 岡垣町役揚地域振興 謀 ・広報「とく 

しゃの私書箱 」 係 
Ⅹ応募はがきに は 「住所・氏名 ( 紙上 匿 
名も可 ) . 年齢・電話番号」をお 忘れな 

く。 

    
安全で明るいまちづくり 

( 財 @ 治 総合センターが 宝くじ受託事業収 
人を財源として 行っている多様なコミュニティ 

活動の助成で、 平成 l2 年度は、 囲垣 W 防犯打 

設置事業が採用されました。 
幹線道路、 通学路を主に 70 灯の防犯灯を 設 

置して、 皆さんの安全確保や 犯罪防止、 利便 

性の確保に努めでいます。 
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夏に向けての 勉強と大きな 自信になりました ! 
2 月 11 口、 熊本県八代市総合運動公図で 行われた 第 10 回九州 
クラブジュニアユース ( 中学生のクラブチーム ) ザッカ 一新人戦 

大会に、 遠賀 中間ジュニアユースフットボールクラブ FC "A 一 

MOON 。 が出場しました。 

  年 ぶり 4 回目の九州大会出場に、 熊本県 2 位の熊本 YMC 
A とべ ヌ 、 ト 8 をかけて対戦し、 部員一丸となって 頑張りました 

が惜しくも敗れました。 ベスト 8 は逃しましたが、 夏の大会に 
向けての勉強と 大きな自信になりました。 この経験を生かし 今 
後も頑張ります。 
なお、 W 内在住の出場者は 以下 0) とおりです。 ( 敬称略 ) 
0 石田拓也 ( 野間四 )0 岡田臭 寛 ( 海老 澤 )0 小平祐太 ( 東 松原 ) 
0 三好健太 ( 東 松原 )0 井上裕康 ( 野間四 )0 村上信吾 ( 野間三 ) 
また、 週に 4 回程度練習を 行っています。 興 @ のあ る人は気 
弾じ 、 問い合わせください。 

練習日 毎週 火 ・ 木躍 日の午後 5 時から 7 時まで 
第ト 3 土膵 日の午後 2 時から 5 時まで 
第 2.4 土 ㍾ 日 、 日曜日の午双 9 時から正午まで 

ところ 通貨総合運動公園内みどりの 広場 

問い合わせ FC.A 一 MOON 事務局 呑 090-3985-4308 へ 

宍 クラフ結成のきっかけ ぼ ? 
） 

昭和 48 年遠賀郡八幡 ロー ウリ一大会に 出場し 、 

準優勝 ( この時 は まだ監督がいま 亡んでした ) 。 

昭和 49 年 3 月、 学校関係者の 強い要望で、 青 

少年の健全育成と 礼儀、 野球の基本と 基礎体力 

づくりを目的に 結成されました。 

宍 どん ぢ 活動をしているの ? 

ほ じめは遠賀郡内、 福岡県内、 西日本地区の い 

大会に出場していまし 広が、 町内のチームも 増 え います。 、 少年軟式野球連盟の 日程にそって 活動して 連 ・ し t 

宍 Ⅹンパー構成は ?   
煙千 け 青皮   さ 返 す よ る に 

㌔ ， 

ます。 占 jf 
部 を       ひ 春 ゆ の 中 天 6  % る あ 

宍 いっ・どこで 練習をしているの ? 熊か と 睦 く夜す 路地 なる 体と 枯の のひ るを 

月 
  

毎週 水 ・土曜日の牛後 4 時がら 7 時までと               じ 半 を 小 ふ 漆 と 確 

  宙 角 し こ め ｜ と 八ロ 雑 
練習をしています。   て く 几 こ 千 夜 賀 

宍 最後に一言 
詠 

2 イ土                 ご 本 下 け 

小・中・ ロ ・大学と社会人になった 時、 本当 l 川原 徐君 む 憶 活計 ると のざ 場 空 明の 状大正 

里     
に 練習していて 良がったと思うように、 がんぼっ 言   + 薄 の 朝 さ き れ 令 た ，   ;  方 

く ： 

ています。 まに、 モット一 は " 克巳 " です。 
へ       木 朝 口 -   ら 海 も ら ク 人   

白 ひ 春 親 両 避 日 鉄 人 何 は 独 走 手 ミ % き・ 毛 
梅 び 風 子 戸 居 押 箱 寄 
の さ を 雲 掃 ・ の 仲 を れ 

香 合 ひ 動 
や 玉、 き く 

ず 瀬 込 や 
文 - 

  に じ に 人 が 乎 

美 し ， ny ヂ 美 香 さ 三 .," 。 "   
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生涯学習の出発点 !   
  

ますます求 め 5%- 蹴   使撒 Ⅸ り 」               
生涯学習とは、 年齢を問わず、 すべての人が 長い人生を楽しく 有意 
義 に過ごすために、 自らの意志二学び、 心豊ガな 人間性を培うためのも 
のです。 今回は、 生涯学習の出発点ともいえる 学校教育にスポリ ト を当て あ い 

てみま す 。 ぴ愛 

  v  Ⅱ / 

f. 今なぜ 庸 か力 た 学校づ く りなのか 7. 学 は 施設の傭 攻 
  

これまで学校は、 その地域の将来を 支える人材を 育成す パソコン室や 図書室、 家庭科室などの 特別教室を地域 ! こ 

る 大切な教育機関として 運営されてきました。 しかしなが                                       文化の中心施設。 として地域への 開放を進めま 

ら 、 近年、 家庭や社会の 急速な変化により、 子どもを 取       

巻く環境の変化は 著しいものがあ ります。 教室棟を分離し、 す 。 現在、 建替工事が進む より地域に開放しやすい 山田小学校では、 施設 教室 配門 棟 となっ と特別 
子どもたちの 人間関係の " 希薄 " 化、 対人コミュ・ニケーショ ています。 また、 - 戸 切 小学校では、 国の IT 推進 甲紫 の 補 

ン 能力の低 - 「、 直接体験の機会の 減少、 いじめ、 不登校、 助を受け、 今年 3 月から パ   ノコン車を地域に 開放し、 バソ 

学級崩壊など 様々な教育 - ヒの諸 問題が指摘されでいます。 - コン @  ンターネット ) 講座を開講しでいます。 

これらはいずれも、 学校だけで抱えでいては 解決できな Hi-@.      V@H@  @    @  "  @ww.".@@.- 田 7 百ⅠⅠ 1, @ 「 ョ下 

い 課題であ り、 家 C でのしつけや 地域における 教育活動な 
  

どと連携しながら 子どもたちを 育てていく必要があ ります "   
学校が地域住民の 信頼に応え、 家庭や地域と 連 おぢ協 ， 力し 

一体となっで   了   どもの健やかな 成長を図っでいくためには、 

今後より一層《地域に 開かれた学校づくり》を 推進しで い     
ノ " 

くことが必要です。 また、 生涯学習に対する 要望に対応す 

るためにも学校の 開放が必要です。 

灯 では、 ハーⅡ施設 ) 面とソフ Ⅱ人的 ) 面の両面にわた   り、 ど 学校の開放を 進めていきまず。 

  
    「 戸切 小学校でのパソコン 講座」     

Ⅴ，学校評議 買卸 の導ス 
  

学校に対する 地域住民の 

億 頼と辿 携の確保 

学校の辿片そのものについても 地域の侍さんに 参画して 

もらお う というのが、 この学校許諾 員 制度です。 

そのⅡ な 機能としては、 学校や地域の 実情に応じて、 学 

校 逆併 に関し、 

①保護者や地域住民などの 意向を把 梶 ，反映すること 

②保護者や地域住民なとの 協力を待るごと 
③学校運営や 状況などを周知するほか、 学校としての 説明 

音 任を果たしていくこと 

などができるようにするものです。 
町では平成 1.. 咋 度から 戸切 小学校と 岡垣束 中学校で試行 

的に導入し、 平成Ⅱ年度から 町内全小中 : ￥ : 校で連火するこ 

とを 制 ・ 画 しています。 
- "  問 い 合 わ せ " 一   

    問い合わせ     

  - 学校教育課学校教育係へ 

学校のⅢ L 的・Ⅲ 立 的な 

Ⅱ。 ， 。 。 
  @tuS@m   

ぱ学校評議員 ) 

学校覚の意見を 

佼 長 が別くための 仕組み 

  

① ② 
保護者や地域の 保護者や地域 

    亡 何の把握 からの協力 !                                                                                           
                                  平成比年 3 月 25 日号 ス客 
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Ⅰシルバー人材センター %282 一 4688 

ク 中央公民館 容 282 一 0162 
ク 東部公民館 む 282 一 0035 
ク 西部公民館 容 282 一 7476 
ク 在宅介護支援センター 呑 282 一 5 Ⅰ 67 
ク 東部在宅介護支援センター 呑 282 一 5103     

日本育英会の 奨学金制度をご 存じですか ? 
口 ㌦ " 一 ぜ 第 1 種 奨学金と 09-  」 3 ㌫を限度とするき "  x  "  ぼ 621 プラン 胆珪今 、 づ， かあ ります問い合わせ 。 日本育英会福岡県支部 "  " 廿                           
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ぷ
 
 
 

犬
の
登
録
と
 

狂
犬
病
の
予
防
注
射
が
 

始
ま
り
ま
す
 

こ
れ
か
ら
も
、
 

い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
 

今年も人の登録と 狂犬病の丘 防旺 射 が次の 

口 柑で 行われます，飼い 犬の登録は 、 ・頭に 

っき‥上に‥ 回 とな ,> ていますが、 予防注射 

は篠 午   必ず受けでくださ。 」また、 飼い主は 

生後 3 か 月以 @- の大の登録と 予防注射を受け 

るよう義務付けられで r まず、 

料 金 登録 料 3,000 円 / 注射 料 3,050 円 

ム会 明 には、 犬 ㈲， 沖   状態がわかる 飼い主 

( 人 ノ J) 力         辿れて来でください。 
ム期Ⅲ中に注射を 受けられなかった 場合は、 

かかりつけの 獣医師 "" ビ 注射を又けでくださ 

r     
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4 日の行事予定 
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4 日の行事予定 

女 4  月の納期 
●軽自動車 税 ( 5 月 l 日 )           Ⅰ期分   

｜ 

●国民年金保険料                                                       4 月分 

●保育 料                                                                               4 月分 

●打首住宅家賃                                                             4 月分 

  
  

税金 
ま ｜ 女 各種相談 
皆 ● ，む 百日こと木目言失 

の未 ( いこいの 里 )l3 日 ( 金 ).27 日 ( 金 ) 
来 ( 東部公民館 ) 20 日 ( 金 ) 、 l3:30@  l6:00 

●法律相談 ( いこいの 里 ) 

つくっ Ⅹ電話予約か l3 日 ( 金 ).27 必要てす。 日 ( 金 ) 、 l3:30@  容 283.2940 l6:30 へ 

て ●行政相談 ( い こぃの 里 ) 

く 13 日 ( 金 ).27 日 ( 金人 ]3:30-]6:00 
立 + 教育電話相談 ( 教育委員会内 ) 
石 竹 282-4884  く毎週月・ 水 ・金曜日か 

嚢ソ ，   Ⅰ   

女 休日・夜間の 当 
遠賀郡消防署 容 293-1231 へ     

グア                               平成㎎年 3 月 25 日号 

番医は 

大型 家庭ごみ収集日程 

（ ・偶数月一可燃性 ・奇数月一不燃性 ） 

有料シールを 添 f 寸 してください グ 
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人口             31.011 人 ( 一 33) 
そのうち l39 人は覚国人 

な，性                           
男フ催且                           
世帯数・。 ，， ，， 路 。 -4) 

そのうち 48 世帯は外国人世帯 

(  ) は前月との比較 
出生 … 8 人 死亡 … 21 人 

@ 転入 - 62 人転出・ - 。 B2 人 
まちの広さ                                     48.5 ⅡⅠ @ 

） 

イ 

Ⅰ           
  

1 州 貧弔 ㍗ 晢星翼   

事故件数 ( 什 
  

叱 亡者数 ( 人 

重傷者数 ( 人 

9 Ⅰ 14 T4 

0 0 0 0 

1 Ⅰ 0 0 

10@ 10@ 14@ 14 

 
 

吉
木
の
 W
 は
ね
 川
 一
枚
大
川
 一
 ぞ
 い
 

吉
木
の
交
差
 占
 

 
 

に
 
「
高
倉
宮
道
」
と
い
 

 
 

に
あ
り
こ
の
地
方
の
政
治
、
経
済
、
文
 

う
 道
標
が
あ
 

こ
れ
が
本
道
 

野
宮
 

 
 

ヒ
年
 ま
で
同
地
村
役
場
が
あ
っ
た
と
こ
高
倉
を
経
 

 
 

ろ
で
あ
る
，
 

 
 

 
 

 
 

曄 傷者数 ( 人 

救急・火災医療 2 月分 

  一 """" Ⅰ 出動件数 

搬送人員 

出火件数   

り災 件数 

  
55 件 

54 人 

l 件 

0 世帯 

正
矢
口
、
古
小
路
と
言
っ
た
町
割
が
あ
 

お
七
 
し
告
 

り
 路
地
に
は
城
下
の
趣
が
あ
る
 "
 

よ
ろ
 
寸
中
 

ま
た
、
江
戸
時
代
の
萬
 屋
 、
 鐘
崎
屋
 

油
 屋
と
い
っ
た
商
家
の
屋
号
も
残
り
 

大
正
ご
ろ
の
本
道
は
商
店
や
銀
行
、
宿
 

 
 
 
 

 
 

岡
城
は
 、
 隆
 寺
院
か
ら
の
登
り
口
 

 
 

せ
 
伸
一
 
ゅ
日
 
二
市
を
支
配
す
る
た
め
築
い
た
 
出
 

フ
 
Ⅰ
 

の
 菩
提
寺
が
隆
子
院
で
あ
る
。
  
 

 
 

ド
 げ
る
と
麻
生
の
本
拠
地
花
屋
 城
へ
急
 

 
 

ふ
丘
 -
 か
ら
門
出
 堤
側
へ
 
下
る
と
堤
に
 

 
 

れ
て
い
る
。
門
田
堤
は
江
戸
時
代
、
援
 

 
 

臣
 な
る
 早
魑
ド
ギ
 Ⅱ
し
む
農
民
の
 カ
 で
 築
 

も
 ん
 

か
れ
今
も
古
木
下
野
を
潤
し
て
い
る
 

熊
野
宮
は
 、
 池
の
そ
ぱ
に
 芭
芭
碑
が
 

あ
り
地
元
の
人
の
句
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
 

 
 
 
 

た
 才
蔵
 が
 吉
木
で
開
い
た
こ
面
荒
聖
 で
 

火災の 向 い合わせ   

遠賀郡消防本部 
容 293 一 392J 

  

ギ
 ん
だ
門
弟
た
ち
が
建
て
た
も
の
で
あ
 

る
 ，
海
妻
 甘
 蔵
は
明
治
の
初
期
 岡
垣
の
 

教
育
、
文
化
に
指
導
的
役
割
を
果
た
し
 

 
 

 
 

戦
前
は
、
三
味
線
太
鼓
で
山
笠
が
出
で
  
 

 
 

い
 た
が
今
は
御
輿
が
町
内
を
巡
り
お
㍾
 

Ⅰ
の
子
ど
も
の
笛
の
昔
は
秋
の
深
ま
り
 

を
 感
じ
さ
せ
る
，
 

矢
口
の
三
福
寿
 は
、
 
寺
の
人
口
に
村
 

内
で
荒
れ
で
い
た
弘
法
大
師
と
地
蔵
 様
 

 
 

を
 合
祀
し
た
地
蔵
堂
が
あ
る
，
な
お
、
 

町
内
の
各
 お
 堂
で
は
夏
に
千
灯
明
が
千
 

 
 

占
 小
路
の
安
昭
寿
 は
 
、
幕
末
に
寺
子
 

 
 

て
い
た
、
も
と
は
隆
守
の
 ド
 屋
敷
で
門
 

而
ド
 Ⅰ
寸
の
緑
 担
 が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 

道
楽
 仏
 に
は
、
い
く
つ
か
 巴
 -
1
:
 

い
伝
 

え
が
 
一
 筑
前
吉
木
旧
記
」
 

こ
の
旧
記
は
江
戸
時
代
、
村
垣
の
 白
 

崎
格
竜
が
 吉
木
に
田
 す
石
舌
ぃ
 伝
え
や
 

川
 Ⅱ
の
 出
也
共
曲
 
Ⅲ
 

ど
 細
め
た
も
の
で
、
七
の
活
上
復
刻
本
 

は
 サ
ン
リ
ー
 ァ
 7
%
 
辞
宜
に
あ
る
 

ぺ
 
つ
き
た
く
 じ
 

とてした。 

ちなみに 人 鈍した 与東は 、 内浦小羊 授 Ⅰの田植え 
体験の椅の写真てした。 
表彰式に出席のため 福岡県庁まて 足を運 ひ 、 人員 

しているほかの 自治体の広報紙や 写真などを見て 、 

ま だま卍 円頭ちなければ、 皆さんの読み 応えのあ る 
広拙雙硅杵 うないといけ 低いと思いました。 ， 

広報 抵 の 部 Ⅱ て 入選でき甘かったのほ 、 悲しかっ 
たのですが 。 ( まだまだⅠ㎝ 年 早い l もっと良い広 
報紙で応訂しなさい ! ) と 言われそう て すか、 これ 
からも頑張って 頑張って良い 特集を組むそ l と 思い 
を 新たにして帰ってまいりました。 ( その ) 
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